
 

送信内容をご確認ください（送信後の訂正はできません）。 

なお、送信後の内容確認はできませんので、投稿された内容を事後的にご確認されたい場合は、 

あらかじめこのページを印刷・保存し、それをご覧ください。 

基本情報 

連絡先 法人、団体等の場合は、主たる事務所等について記載 

意見書の公表について  

要望項目に対する意見  

評価 各設問について、以下の選択肢からお選び下さい。 

ア ： そう思う  

イ ： どちらかというとそう思う  

ウ ： どちらともいえない  

エ ： どちらかというとそう思わない 

オ ： そう思わない 

氏名 
（又は法人名、団体名）

東京大学  

職業／職種 教員・教育関係

郵便番号

都道府県 東京都

市区町村以下

電話番号 03-5841-2000

FAX番号

電子メールアドレス kikaku@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

氏名の公表 公表可

年代の公表 公表可

職業／職種の公表 公表可

意見書本文（自由記述欄）の公
表

公表可

事業番号 1905

事業名 「強い人材」育成のための大学の機能強化イニシアティブ

【必要性】 

（１）記載された政策目的を実現するために、この事業を実施する必要があると思いますか。

ア：そう思う

（２）記載された政策目的に照らして、地方公共団体や民間等に委ねることは難しく、国が率先して行うことが必要だと思いますか。 

ア：そう思う

（３）限られた予算枠の中で、この事業は、同一分野（関連項目）の他の事業と比べて、優先して実施する必要があると思いますか。

ア：そう思う

【事業効果】

（４）この事業を実施することを通じて「元気な日本」の復活につながると思いますか。

ア：そう思う

（５）この事業に関する「要望概要」の「事業の新規性、見直し内容」の欄に記載されている内容は、評価できるものだと思いますか。 

ア：そう思う

【手法】 

（６）この事業の手法（事業主体、支出先等）は適切であると思いますか。

ア：そう思う

（７）要望額や事業規模は事業内容等からみて適切な（過大ではない）ものだと思いますか。 

ア：そう思う
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その他 この事業に対する評価

良い点 

○我が国が持続的に発展していくためには、従来から国立大学が果たしてきた、我が国の知の創造拠点・高度人材育成拠点としての役

割（国際競争力の源としてのナショナルセンター機能と、地域社会・経済を支えるリージョナルセンター機能）をさらに強化充実することが

必要である。 

しかるに、国立大学の基盤を支える運営費交付金は、法人化後６年間で、当初予算ベースで▲８３０億円（率にして６．７％）もの削減が

行われ、本学の場合▲６９億円（７．５％）の減となっている。各大学では、このままでは、遠からず教育の質を保つことが難しくなり、学問

分野を問わず、基礎研究や萌芽的な研究の芽を潰すだけでなく、地域医療の最後の砦としての機能が破綻するなど、我が国の高等教

育・研究の基盤が根底から崩壊し、回復不可能な事態に立ち至ることが危惧される。そのような事態を回避し、我が国の持続的発展を図

るため、今回の要望を含め、国立大学法人運営費交付金の拡充をぜひとも実現して頂きたい。 

○国際化社会の中で、本学をはじめ日本の大学がもっと国際的に評価されるためには積極的な国際展開が必要である。大学に国内の

みならず国外からも人や情報が集まることで、我が国の新たな発展の可能性が生まれる。発展の芽を伸ばし続けるためには、国立大学

法人運営費交付金のみならず、各種の拠点形成に向けた投資を重点的に行うべきである。 

○拠点形成に関する事業については、昨年の行政刷新会議の仕分けにおいて、グローバルＣＯＥ、グローバル３０などが大幅に削減され

たため、今後の見通しが立てられず、計画の変更も余儀なくされる状態となっている。 

我が国の成長を真剣に考えるのであれば、今回の要望で提案された「博士課程教育リーディングプログラム」や「大学の世界展開力強化

事業」など、大学改革を促す取組の支援が非常に重要と考える。 

○本学としても「強い人材」を育成する責任を果たしていく決意であり、大学の基盤的経費及び拠点形成に関する経費について、政府の

適切な対応を求めたい。  

悪い点 

特になし 

その他 ご意見  （事業内容の改善、事業の執行方法や効率化への提案など、幅広くご記入下さい。） 

○ 先進諸国と比較し、高等教育への公財政支出が低い我が国の状況は、若者が将来に希望を持つことを阻害し、我が国の活力を削ぐ

結果になっている。また、優秀な日本人の若者の海外流出=頭脳流出を誘発し、長い目で見て我が国の大きな損出となる。将来を担う人

材育成や新たな成長分野を支える研究活動など、大学に期待される役割を果たすためにも、大学への投資を拡大して、大学の基盤を強

化し活性化することが我が国の成長に不可欠である。

内容を修正する この内容で送信する
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